
箱根離宮と恩賜箱根公園
明治から現代へと引き継がれる名勝地

箱根離宮の建設計画 箱根離宮の変遷
　箱根離宮の建設計画は明治17年（1884年）、皇室
の避暑、避病の地として当地に離宮を建設しようと建議
されたことから始まりました。
　離宮を箱根塔ヶ島に設置することを勧めたのは、日本に
招かれていたドイツの医学者である
ベルツです。ベルツは予防医学の
重要性を説き、箱根をはじめ、日
本各地の保養地、温泉地の調査
や研究を行っていました。
　その意見を参考に建設を建議し
たのは、当時宮内卿であった伊藤
博文でした。

　明治19年（1886年）、箱根離宮を構成する西洋館お
よび日本館、その他の建物が完成しました。総予算は
約30万円と言われてます（当時の国家予算歳出総額は
約8千万円）。
　しかし、大正12年（1923年）の関東大震災で被災
した西洋館はその後取り壊され、日本館も約半分の規
模に。さらに、昭和５年（1930年）の北伊豆地震では
日本館は一部を残して倒壊し、竣工当初の約１／７に縮
小されました。
　昭和20年（1945年）には神奈川県に下賜され、翌年
から「恩賜箱根公園」として一般に公開し、駐車場や展

望広場など、公園の整
備をすすめてきました。
　平成25年（2013年）
には、近代造園文化の
発展に寄与したことが評
価され、「国登録記念物
（名勝地関係）」に登録
されました。
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伊藤博文が建築掛長にあてた文書
（読み下し）
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北伊豆地震による日本館の被災のようす

建設当時の
離宮の模型

公園内には、箱根温泉にゆ
かりのあるベルツ博士を記念
した石碑があります。

■恩賜箱根公園リーフレット　 scale=1/1
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